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裸
男
が
十
口
坊
と
共
に
、
梅
を
久
地
に
探
り
し
時
も
、
山
神
附
纏
ひ
た
れ
ば
、

壬
生
忠
岑
の
子
と
な
り
た
り
き
。
又
裸
男
が
夜
光
命
と
共
に
、
梅
を
江
東
に
探

り
し
時
も
、
山
神
が
附
纏
ひ
た
れ
ば
、
矢
張
壬
生
忠
岑
の
子
と
な
り
た
り
き
。

忠
岑
の
子
は
忠
見
、
即
ち
唯
〻
見
る
だ
け
と
い
ふ
苦
し
い
洒
落
也
。
飮
み
も
せ

ず
、
食
ひ
も
せ
ざ
る
也
。
薩
摩
守
だ
け
の
罪
は
無
け
れ
ど
も
、
『
酒
な
く
て
何

の
己
れ
が
櫻
か
な
』
と
云
へ
り
、
い
つ
も
〳
〵
山
神
に
附
纏
は
れ
て
は
閉
口
と
、

裸
男
一
人
に
て
、
越
ヶ
谷
方
面
の
梅
を
探
ら
む
と
す
れ
ば
、
山
神
同
行
を
乞
ふ
。

『
梅
を
見
て
、
歌
を
詠
み
得
る
な
ら
ば
、
伴
れ
て
行
か
む
』
と
云
へ
ば
、
『
梅

を
見
る
ま
で
も
無
し
。
只
今
直
ぐ
に
咏
み
申
さ
む
』
と
て
、

　
　
愛
で
ま
し
し
梅
の
花
を
ば
探
る
身
に

　
　
　
　
歌
よ
ま
し
め
よ
菅
原
の
神

　
裸
男
承
諾
し
て
、
午
後
よ
り
共
に
家
を
出
で
、
大
塚
仲
町
よ
り
電
車
に
乘
り
、

廐
橋
を
渡
り
て
、
外
手
町
に
下
り
、
押
上
町
行
き
の
電
車
に
乘
換
へ
む
と
せ
し

が
、
雨
大
い
に
至
る
。
二
人
と
も
傘
を
持
た
ず
。
雨
に
濡
れ
て
の
梅
見
で
も
あ

る
ま
じ
と
斷
念
し
て
、
下
る
よ
り
早
く
、
乘
り
て
引
返
す
。
停
留
場
を
二
つ
過

ぐ
る
程
に
、
日
照
る
。
さ
ら
ば
と
て
、
三
つ
目
の
停
留
場
に
下
り
、
又
乘
り
て
、

外
手
町
に
達
す
。
我
な
が
ら
周
章
て
た
る
男
哉
。
さ
り
な
が
ら
、
多
年
風
雨
に

鍛
へ
し
旅
行
家
の
身
、
我
れ
一
人
な
ら
ば
、
如
何
に
老
い
た
り
と
て
、
こ
の
や

う
な
風
雨
に
弱
る
こ
と
は
無
け
れ
ど
も
、
鼻
の
下
の
人
竝
よ
り
長
き
が
、
裸
男

の
一
大
缺
點
、
唯
〻
一
つ
し
か
無
き
晴
衣
を
著
た
る
山
神
を
氣
の
毒
に
思
ひ
て

の
仕
業
に
外
な
ら
ず
と
、
分
疏
す
る
だ
け
が
野
暮
に
て
、
馬
鹿
の
上
塗
な
る
べ

し
。
外
手
町
に
て
乘
換
へ
て
、
業
平
橋
に
下
り
、
小
梅
橋
を
渡
り
て
、
淺
草
驛

よ
り
東
武
線
の
汽
車
に
乘
り
、
五
十
分
か
ゝ
り
て
越
ヶ
谷
驛
に
下
る
。
平
日
は

下
等
の
賃
金
片
路
二
十
七
錢
な
る
が
、
梅
の
爲
に
、
大
割
引
と
な
り
て
、
往
復

の
賃
金
三
十
錢
也
。

　
改
札
口
を
經
て
停
車
場
を
出
づ
る
は
、
甚
し
き
迂
路
な
る
を
以
て
、
別
に
出

口
を
設
け
た
り
。
切
符
を
驛
夫
に
渡
し
て
直
ち
に
柵
外
に
出
づ
。
雨
少
し
く
こ

ぼ
れ
來
た
る
。
例
の
鼻
下
長
の
裸
男
、
山
神
を
い
た
は
り
て
、
『
こ
の
寒
き
に
、

御
苦
勞
千
萬
な
り
』
と
云
へ
ば
、
『
聞
か
せ
給
へ
』
と
て
、

　
　
雨
ま
じ
り
身
を
切
る
ご
と
き
寒
風
も

　
　
　
　
物
の
數
か
は
二
人
し
行
け
ば

『
宇
田
川
』
と
染
め
拔
け
る
印
半
纏
著
た
る
男
、
後
よ
り
す
た
〳
〵
歩
み
來
り
、

『
梅
園
に
行
か
る
ゝ
か
』
と
問
ふ
。
『
然
り
』
と
答
ふ
れ
ば
、
『
之
を
持
た
せ

給
へ
』
と
て
、
肩
に
せ
る
二
本
の
傘
の
一
つ
を
山
神
に
渡
し
て
、
ま
た
す
た
〳

〵
早
足
に
行
く
。
山
神
そ
の
傘
を
さ
す
よ
り
早
く
、
雨
は
止
み
て
、
傘
が
却
つ

て
手
荷
物
と
な
り
た
り
。

　
停
車
場
よ
り
僅
々
三
町
ば
か
り
に
し
て
、
梅
園
に
達
す
。
園
の
名
を
古
梅
園

と
稱
す
。
字
は
大
房
に
て
、
越
ヶ
谷
町
に
屬
す
。
掛
茶
屋
四
つ
五
つ
あ
り
て
、

頻
り
に
客
を
呼
べ
ど
も
、
傘
を
借
り
た
る
義
理
あ
れ
ば
、
『
宇
田
川
』
と
い
ふ

掛
茶
屋
に
就
く
。
ほ
ん
の
申
譯
ば
か
り
の
垣
根
が
一
方
に
あ
る
だ
け
に
て
、
淨

光
寺
と
い
ふ
寺
に
連
な
り
、
田
に
連
な
り
、
畑
に
連
な
る
。
天
の
浮
橋
と
て
、

老
木
の
一
幹
は
立
ち
、
他
の
一
幹
は
横
に
な
り
て
、
瓢
箪
池
の
中
央
に
自
然
の

橋
を
爲
し
、
彼
方
に
て
起
つ
。
可
成
り
大
な
る
老
木
も
あ
り
て
、
花
は
今
を
盛

り
と
咲
き
滿
ち
た
り
。
さ
れ
ど
遊
客
は
、
我
等
夫
婦
の
外
に
は
、
唯
〻
一
組
の

男
女
あ
る
の
み
。
茶
店
は
い
づ
れ
も
失
望
せ
る
さ
ま
也
。
山
神
咏
じ
て
曰
く
、

　
　
梅
の
花
に
ほ
ひ
零
る
ゝ
こ
の
里
を

　
　
　
　
鶯
な
ら
で
訪
ふ
人
の
無
き

　
梅
の
花
は
此
の
園
内
の
み
に
非
ず
。
傘
を
貸
し
て
呉
れ
た
る
印
半
纏
の
男
に

導
か
れ
て
行
く
に
、
梅
ま
た
梅
、
家
あ
れ
ば
必
ず
梅
あ
り
て
、
そ
の
盡
く
る
所
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を
知
ら
ず
。
山
神
咏
じ
て
曰
く
、

　
　
わ
け
行
け
ば
奧
よ
り
奧
に
奧
あ
り
て

　
　
　
　
果
て
し
も
見
え
ぬ
梅
の
花
園

『
雲
龍
』
と
稱
す
る
老
木
、
一
茅
屋
の
前
に
在
り
。
一
幹
は
横
は
り
、
一
幹
は

立
ち
て
、
枝
を
垂
る
。
導
者
曰
く
、
『
去
年
多
く
實
を
結
び
た
れ
ば
、
今
年
は

木
弱
つ
て
花
多
か
ら
ず
』
と
。
そ
れ
で
も
可
成
り
の
花
あ
り
。
實
に
見
事
な
る

大
木
也
。
榜
し
て
曰
く
、
『
祖
先
が
植
ゑ
た
る
も
の
に
て
、
今
日
ま
で
既
に
十

數
代
を
經
た
り
』
と
。
數
百
年
外
の
も
の
也
。
畑
の
中
に
、
『
日
の
出
梅
』
と

稱
す
る
梅
あ
り
。
幹
は
さ
ま
で
大
な
ら
ざ
れ
ど
も
、
枝
を
四
方
八
方
に
張
る
こ

と
、
恰
も
孔
雀
の
尾
を
擴
げ
た
る
が
如
く
、
花
も
枝
に
滿
ち
て
、
世
に
も
珍
ら

し
き
梅
也
。
廻
り
廻
り
て
『
宇
田
川
』
に
も
ど
る
。
導
者
曰
く
、
『
こ
の
村
の

梅
を
悉
く
精
し
く
見
む
に
は
、
一
日
を
要
す
』
と
。
こ
の
村
に
は
、
桃
林
も
あ

り
。
『
梅
と
桃
と
、
い
づ
れ
が
利
益
多
き
か
』
と
問
へ
ば
、
『
梅
な
り
』
と
い

ふ
。
梅
干
一
つ
頬
張
り
な
が
ら
、
茶
を
飮
み
て
去
る
。

　
越
ヶ
谷
驛
に
來
り
、
一
汽
車
後
ら
し
て
、
大
相
模
村
の
不
動
に
詣
づ
る
こ
と

に
し
け
る
が
、
歩
き
て
は
間
に
合
は
ず
、
早
く
〳
〵
と
て
入
力
車
に
乘
る
。
街

を
離
る
れ
ば
、
路
、
元
荒
川
に
沿
ふ
。
凡
そ
二
十
四
五
町
、
堤
を
右
に
下
り
て

境
内
に
入
る
。
恰
も
縁
日
に
て
、
近
郷
の
男
女
老
若
群
集
し
て
、
廣
き
境
内
を

埋
む
。
新
婚
の
女
な
る
べ
し
、
若
き
女
の
晴
衣
著
飾
り
て
、
老
女
に
伴
は
る
ゝ

も
の
を
、
二
三
人
見
受
く
。
い
づ
れ
も
五
枚
襲
ね
な
り
。
東
京
に
は
見
ざ
る
所

な
り
と
て
、
山
神
目
を
ま
る
く
し
て
見
入
る
。
見
世
物
も
三
つ
四
つ
あ
り
。

　
本
堂
は
十
五
六
年
前
に
燒
け
て
、
今
在
る
は
假
り
の
粗
末
な
る
も
の
也
。
山

門
は
燒
け
ず
し
て
殘
れ
り
。
山
門
を
出
で
む
と
す
る
右
手
に
、
梅
園
あ
り
。
十

善
梅
と
い
ふ
は
、
幹
の
廻
り
一
丈
三
尺
、
關
東
第
一
の
梅
の
大
木
と
稱
す
。
其

他
み
な
老
木
に
て
、
恰
も
老
梅
共
進
會
の
觀
あ
り
。
い
づ
れ
も
寄
附
に
係
る
。

幹
の
上
部
や
大
枝
を
ち
よ
ん
切
り
た
る
は
、
移
植
上
已
む
を
得
ざ
る
も
の
と
見

え
た
り
。
梅
園
の
中
に
、
十
間
四
方
の
藤
棚
あ
り
。
梅
園
と
本
堂
と
の
間
に
、

高
さ
僅
に
一
丈
三
尺
、
而
し
て
東
西
十
一
間
南
北
十
六
間
に
ひ
ろ
が
れ
る
老
松

も
あ
り
。
幹
の
廻
り
一
丈
に
て
、
十
善
梅
よ
り
稍
〻
小
な
る
四
恩
梅
は
、
今
上

陛
下
御
即
位
大
典
の
記
念
に
植
ゑ
た
る
も
の
な
り
と
記
せ
る
に
、
裸
男
一
首
う

な
り
出
し
て
曰
く
、

　
　
幾
千
代
の
雪
を
凌
ぎ
て
梅
の
花

　
　
　
　
我
大
君
の
御
世
に
あ
ら
は
る

　
車
を
返
し
て
久
伊
豆
神
社
に
詣
づ
。
松
の
竝
木
長
く
、
池
畔
の
藤
棚
偉
大
也
。

停
車
場
近
く
ま
で
戻
り
て
、
山
正
園
を
訪
ふ
。
杉
の
竝
木
あ
り
、
小
亭
あ
り
、

池
あ
り
。
圓
錐
丘
の
上
に
淺
間
祠
あ
り
。
丘
の
中
程
よ
り
老
松
横
に
な
り
、
倒

れ
む
と
し
て
漸
く
柱
に
支
へ
ら
る
。
も
と
淺
間
御
社
の
境
内
な
り
し
が
、
原
鐵

運
送
店
の
主
人
買
收
し
て
公
開
せ
る
な
り
と
は
、
殊
勝
な
る
事
也
。

　
停
車
場
に
來
り
し
に
、
ま
だ
時
間
あ
り
。
何
か
み
や
げ
を
と
て
、
物
賣
る
家

を
見
廻
し
た
れ
ど
も
、
こ
れ
は
と
思
ふ
も
の
な
し
。
幼
兒
が
マ
ツ
チ
箱
の
ペ
ー

パ
ー
を
集
め
居
る
こ
と
を
思
ひ
浮
べ
て
、
ま
だ
所
持
し
て
居
ら
ざ
る
ペ
ー
パ
ー

を
や
つ
と
一
つ
探
し
出
し
て
、
た
つ
た
一
箱
だ
け
買
ふ
。
其
の
價
五
厘
、
年
と

り
た
る
主
人
、
『
こ
の
頃
は
物
價
騰
貴
で
、
マ
ツ
チ
の
價
ま
で
昂
り
て
御
氣
毒

さ
ま
』
と
い
ふ
。
こ
れ
が
此
日
の
み
や
げ
也
。
裸
男
、
山
神
に
謎
を
か
け
て
曰

く
、
『
吝
嗇
坊
の
遊
山
と
か
け
て
何
と
解
く
』
『
分
り
ま
せ
ん
』
、
『
斬
髮
屋
』

『
心
は
』
『
き
り
つ
む
』
。
『
車
だ
け
が
惜
し
い
こ
と
を
し
ま
し
た
ね
。
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
五
年
）
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